
iOS14 スマホ「ペースト通知」が表示される！機

能の詳細や非表示にする方法を徹底解説 

2020 年 9 月 20 日 

今回は、iOS14 へのアップデートで表示されるようになった「ペースト通知」の機

能の詳細や、非表示にする方法があるのかなどについて徹底解説していきます。 
iOS14 へのアップデートで「ペースト通知」が表示される！ 

       

           
 

iOS14 にアップデートすると、特定のアプリを開いたときに「〇〇に〇〇からペー

スト」という通知がポップアップとして表示されるようになりました。 
コピーしたテキストや URL などが、アプリを開いただけでペーストされるようにな

ってます。 
 
 
クリップボードの内容を自動でアクセスしているアプリがわかる 

 

 

 

 

 



 

「〇〇に〇〇からペースト」という通知がポップアップとして表示されるアプリは、クリップ

ボードの内容に自動的にアクセスをしています。 

アプリの性質上、クリップボードへのアクセスが必須な事もあるようですが今まで勝手に

アクセスされていたという問題があります。 

クリップボードへのアクセスを拒否する設定などはありませんが、アプリ側の処理を明確

にするため、プライバシー保護の観点から実装された機能です。 
 

表示されるかどうかはアプリ側のプログラムによる 

「〇〇に〇〇からペースト」という通知はアプリ側のプログラムに問題があります。 
iOS14 で設定を変更したり、プライバシー設定でアクセスを拒否する設定などはあ

りません。 
パスワードなどをコピーした場合には要注意 

パスワードなどをコピーした場合にも「〇〇に〇〇からペースト」という通知が表

示されることがあり、非常に危険な状態と言えます。 
個人情報をコピーした場合には、通知が表示されるアプリを開かないのがおすすめ

です。 
iOS14 にアップデートすることでオンになる 

 

       



 

「〇〇に〇〇からペースト」という通知は iOS14 にアップデートすることで表示されるよう

になります。 

それ以前の OS を使用している場合でも、通知はなくてもクリップボードの内容はアプリ側

にペーストされています。 

もし通知が邪魔だと思うのであれば、iOS14 へのアップデートはおすすめできません。 

クリップボードの内容を自動でアクセスしていたアプリの中には、すでにアップデートによ

り修正が行われているものもあります。 

アプリのプログラム上、アクセスが必須のものもあるようですが、ゲームアプリなどには必

要のない情報です。 

iOS 側で設定をする方法はないので、アプリのアップデートを待ちましょう。 

空白をコピーしてクリップボードを上書きしておく 

 

 

空白や意味のない文字列をコピーしておけば、アプリ側にクリップボードを読み取

られても特に問題はありません。 
通知を消すことはできませんが、個人情報を勝手にアプリに読み取られてしまう心

配はなくなります。 
 

これは、iOS14 に含まれる、アプリ利用時のプライバシー（透明性）を強化するた

めのアップデートによるものです。 



アプリがコピーした情報（クリップボード）にアクセスしたことを通知するため、アプリ

を操作して「ペースト」を選択したとき、今回の通知が表示されます。 

この表示は iOS14 にアップデートして以降、自動的に有効となります。 

こちらに関して「邪魔」と感じることもあるかもしれませんが、非表示にする設定は用意

されていない模様です。 

また、アプリを開いただけで、ペースト操作していない場合などにもこのペースト通知が

表示される場合があります。 

これは、今回のペースト通知がユーザー操作によるもの、つまりユーザー自身が「ペース

ト」をタップした場合だけでなく、アプリのプログラムがクリップボードの情報にアクセ

スした場合にも表示されるためです。 

したがって、特に操作していないのにこのペースト通知が表示された場合は、アプリが何

らかの理由でクリップボードの情報を取得したことを意味します。 

 

今まではこの通知が存在しなかったため、「ユーザーが知らないうちにクリップボードの情

報にアプリがアクセスしている」ということが発生していたのですが、そのような「ユー

ザーの知らないうちに」を防ぎ、アプリの動作の透明性を高めるため、今回の通知機能が

導入された、というわけです。 

この「プリップボードの情報へのアクセス」ですが、アプリの機能的に必要なアクセスで

ある場合もあれば、不具合が原因であったり、問題の回避手段として行っていたりなど、

その原因は複数考えられます。 

しかしいずれにしてもその原因はアプリによって異なり、機能と無関係の場合、アプリを

操作しても判断が付かないものであるため、その理由について知りたい場合は、アプリの

開発元に問い合わせたり、公開されている情報にあたるなどするようにしてみてください。 

なお、今年、クリップボードへのアクセスを行っているアプリが多数あることが話題とな

り、それらのアプリのクリップボードへのアクセスが修正される、といったこともありま

した。 

 


